
第三南陽園事業計画 

 

 長引くコロナ下ではありますが、第三南陽園は、法人の４つの基本理念と３施設のサービス

指針である「笑顔で、ご利用者の心に寄り添うサービスを提供します」「地域と繋がり助け合う、

開かれた施設を目指します」「専門職としての自覚を持ち、互いに成長できる職場環境を作りま

す」に基づき、ご利用者一人ひとりの尊厳を守り、安心してお暮らしいただけるサービスの提

供を目指し、サービスマナー、介護技術の向上に努めます。ご家族のご理解・ご指導も頂きな

がら、地域との繋がりも大切にし、ボランティアの方々等との新たな協働の道も模索していき

ます。 

 また、昨年度末に経験した新型コロナウイルス感染の教訓を生かし、一層の感染症予防を徹

底し感染症に強い第三南陽園にするとともに、悉皆研修等の中心となり感染予防策を広めてい

きます。 

 さらに、一昨年から導入し活用を広げているＩＣＴ機器の一層の実証分析を進め、ご利用者

のお役に立てるとともに、職員が一層働き易く、働き続けたくなる魅力的な職場環境を創出す

ることを重点目標とします。 

 

 

1．全体目標 

1）自分も感染しているかもしれないという危機意識を持ち、常に１動作１手洗いを実行し、

浴風会病院と会内他施設との連携を強化し、一層の感染症予防対策を徹底します。  

2) サービス提供の基本となるサービスマナーの一層の向上を目指します。「挨拶と、です・

ます調の習慣づけ、ご利用者と目線を合わせ、笑顔で対応」を徹底しつつ、年２回の虐待

の芽チェックリスト等を有効に活用しながらマナー向上を深めます。 

3) ＩＣＴ機器の一層の活用と実証分析を進め、職員が一層働き易く、働き続けたくなる魅力

的な職場環境をつくります。 

  4）人材定着の方策を引き続き検討し、個別具体的に細やかに相談できる環境を整え、契約や

登用へとつながる職員の確保・定着を進めます。 

 5）地域と繋がる新しいボランティアの方々の活躍の場を模索し続けます。 

 6）新しいアセスメントシートを用いて、施設サービス計画を立案し、利用者が沢山の楽しみ

を実現でき、職員も気づきや発見を重ねることができるキラリ・ホットなケアマネジメン

トの一層の展開を図ります。 

 

  

 

 

 

 

 

 

 



1.各会議各委員会 

 

【リーダー会議】 

１）感染症マニュアルに沿った基本的対応を職員が理解し、実践できるようにします。 

２）ICT機器の活用方法についてフロア間で情報共有を定期的に行い、効果的に使用 

  することでご利用者の安心・安全、職員の負担軽減に努めます。 

具体的行動計画 

            

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 

 

 

 

 

 

 

 

 
  

 
 

 
   

 
 

 

【サブリーダー会議】 

１）各フロア・委員会の情報交換や課題の共有を行い、安定した働きやすい職場環境

の構築に努めます。 

２）新人職員の状況を的確に把握し、技術的・精神的なサポートが出来るよう、リー

ダーや指導職員・各職域と連携しながら職員育成を行います。 

３）希望の多い職員研修を実施し、職員の参加意欲の向上とスキルアップを目指しま

す。 

具体的行動計画 

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10 11 12 1月 2月 3月 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

  
 

 
  

 

2)-1計画的な ICT機器運用の実施。適切な使用方法の周知・徹底 

 

合同会議開催  

 

 

2)-2 ICT機器についての課題抽出。対応方法の検討・実施 

合同会議開催 

3)アンケート結果で希望が多かった内容の研修の実施 

 動画を含む職員へのフィードバック方法検討・実施 

1)-1感染症マニュアルに沿った業務の実施。指導と調整 

 

 1)-2感染症研修実施・参加 

 

 1)-3フロア単位で感染症対応勉強会の実施 

 

 

1)情報交換、課題の共有を行い業務改善の実施 

 

 
2)各種マニュアルの活用、育成状況に応じた面談・指導を行い、リーダー・指導職員

と連携した職員育成の実施 

 

 



【褥瘡防止対策委員会】 

１）毎日の様子観察によるスキントラブルの早期発見と共に、褥瘡予防に対するケアの 

意識を高め、多職種と連携し実施できる環境を作ります。 

２）褥瘡者、ハイリスク者の対応についての情報を共有し、職員のスキルアップ、ケ

アの見直し、スキンケアの充実等により、褥瘡者ゼロを目指します。 

具体的行動計画 

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    

 

  

 

 

 

 

     

 

 

 

【身体拘束廃止委員会】 

１）身体拘束をする際（している際）は、3つの要件「切迫性・非代替性・一時性」

について、慎重に話し合い、また解除出来るように様々な工夫をしていきます。 

２）身体拘束廃止にはリーダー・サブリーダーの協力のもと、多職種や全職員に理解

と協力を得ながら身体拘束ゼロを目指します。 

具体的行動計画 

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 
      

 

1)-2アセスメントツールの活用により、ご利用者の皮膚状態を把握し、栄養面、ポ 

ジショニング見直し等、多職種と連携して行う 

2)保湿等によるスキンケアの充実を図り、動画視聴や研修等により、職員のスキル 

アップに努め、褥瘡者ゼロを目指す 

 

1)身体拘束を開始する際は最終手段であることを周知徹底する 

 

 

2)-1週間ごとにフロアの多職種で情報共有を行いながら、拘束解除に向けてのカ

ンファレンスを実施する 

 

2)-2毎月の委員会で、解除に向けた様々な工夫を情報共有して、少しずつでも拘

束時間を短くし解除に向けて検討していく 

 

1)-1スキントラブルの早期発見と共に、体位変換、座り直し、衣類、シーツのシワ 

伸ばし等のケアの意識を高め、褥瘡予防に繋げる 



【ケアプラン委員会】 

１）ご利用者がその人らしく過ごすことが出来るよう、キラリホットを活用した施設

サービス計画を作成します。 

２）「関わりの記録」がよりキラリホットの視点を活かした記録となるよう、記録方法 

について検討し充実させます。 

具体的行動計画 

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 

 

 

 

 

 

 

 

 
  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 
 

 

 

【口腔ケア委員会】 

１）口腔ケアマニュアルの活用と共に意義を再認識し、意識を高めることでより質の

高いケアが行えるよう支援します。 

２）訪問歯科との情報共有と、職員全体の周知により、適切なケアと実践を行うこと

でチェック表×の対象者の減少を目指します。 

３）経口維持対象者の支援方法を多職種で検討していきながら、定期的に振り返りを

行い、最適な経口維持に繋げます。 

具体的行動計画 

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
  

 

 

    

   

1)- 2口腔ケアプレート、ホットラインの見直しを、定期的に行う 

1)-1口腔ケアマニュアルを使用した新人育成、職員研修を実施し口腔ケアの目的に

ついて全体での理解を深め、質の高いケアを行う 

1）キラリホットの活用方法について検討し、施設サービス計画書を作成する 

 

2)-2「関わりの記録」に関しての進捗状

況を確認、検討する 

 

2)-1「関わりの記録」に

ついての周知文を

作成する 

 

LIFEのフィードバック情報をケアマネジメントに活かせるよう検討する 

 

2) 職員全体で訪問歯科との情報共有と、適切なケアの実践を行い、チェック表×の

減少を目指す。適時課題について検討し、改善に向けての取組みを行う 

3)経口維持対象ご利用者の食事場面の観察・評価・記録を多職種で実施し、状態変 

化時は特に注意をしながら支援方法を検討する 



【食事委員会】 

１）食事マニュアルの周知を継続し、手指消毒や口腔体操の実施を行い、安心で安全

な食事の提供を行います。 

２）食事の楽しみを増やせるような選択食、お楽しみ食の企画・実施を行います。 

 具体的行動計画 

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

   

    

 
 

 

 

 

【アクティビティ委員会】 

１）行事内容を充実させ、ご利用者の笑顔を多く引き出せるような行事、イベントを

企画・実施します。 

２）年間行事の様子や各フロアの余暇活動の実施内容をホームページに掲載し、ご利

用者の施設での生活をたくさんの方々に知っていただける様に努めます。 

具体的行動計画 

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 

 
  

  

 

 
  

    

 

 

1)-2６月、１２月にご利用者に参加してみたいイベントに関してのアンケートを実

施する 

2)-2  

イベントの企画・

実施・振り返り 

2)-3 

イベントの企画・

実施・振り返り 

2)-4 

イベントの企画・

実施・振り返り 

2)-5 

イベントの企画・

実施・振り返り   

今年度の総括 

1)食事前の手指消毒や口腔体操を継続し、毎食ごとにメニューの説明を行ない、安

心安全な食事を提供する 

2)-1 ご利用者の意見や職員の意見を反映し、選択食や日々の食事に楽しみをもって

いただけるように企画・改善・実施する 

 

2) 年間行事の活動風景及び各フロアの余暇活動の実施内容をホームページに掲

載する 

の検討を行う。 

 

 

1)-1 委員が中心となって既存の行事の定期的な振り返りと情報共有を行

い、新たな行事を企画、実施する 



【機能訓練委員会】 

1）ご利用者の保たれた力を引き出した上で、福祉用具の活用や支援を行っていきます。 

2）身体が硬くなりにくいリラックスできる姿勢をつくります。 

具体的行動計画 

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
    

      

 

 

【リスクマネジメント委員会】 

1）毎月及び半期毎に「ヒヤリハット・事故報告書」の集計・分析結果を検討し、再発防止 

と防止策の検証を行い、施設として取り組んでいきます。 

2）骨折事故等重篤な事故が発生した場合は、都度、臨時リスクマネジメント委員会を開催し、

再発防止策を検討します。 

3）リスクマネジメントとして、園長より悉皆研修を実施します。 

具体的行動計画 

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 
      

   
 

  

1)-1前々月のヒヤリハットの集計・分析結果、予防策を職員に周知。再発防止を図る 

2)-1 身体が硬くなりにくい姿勢をつくるための

ポジショニング対応を機能訓練委員に伝達

する 

 

 2)-2 ポジショニングの実体験や対応に関する意見交換ができる場を増やし、褥瘡予防対策

委員会と連携して研修などを開催する 

 

1)-2半期毎のヒヤリハットの集計・分析を行い、検証を行う 

 

3)研修会実施 

 

2)骨折事故等重篤な事故が発生した場合は、都度、臨時リスクマネジメント委員会を開催

し、再発防止策を検討する。 

 

1)-1移乗用具に関するマニュアルと、ご利用者主体の姿勢を意識した取り組み内容を機

能訓練委員に伝達する 

1)-2 ベッドから起き上がるまでに部分介助または、見守りが必要であり、場所や日課

の理解がある程度可能な方を対象に自身のもつ力を活かす取り組みを実践する 



【サービスマナー委員会】 

１）「虐待の芽チェックリスト」及び「虐待の芽その後のアンケート」により、取り

組むべき課題やそのリスクのあるケアを考えながら、虐待の未然防止に努めます。 

２）「サービスマナーチェックリスト」を２カ月に 1度実施します。集計した結果か

ら課題を浮き彫りにし、職員一人ひとりまたは多職種等を含めた対応を検討し、

サービスマナーの向上に努めます。 

 

【感染防止対策委員会】 

1）出勤前の検温、1介護 1手洗いの標準予防策を繰り返し職員に周知、徹底を図ります。 

2）感染症発生時は、マニュアルに沿って対応を行い、速やかに委員会を開催し感染拡大を防止

します。 

3）「中野・杉並医療と介護の感染予防ネットワーク」と情報の共有を図り、連携を強化します。 

4）新型コロナウイルス感染症対策として、行政機関の指導に応じ、ワクチン接種・PCR検査を

積極的に行い、感染予防に努めます。 

具体的行動計画 

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 

 

 

     

 
 

 
  

 

具体的行動計画 

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 
   

 
  

 
  

   

1)-1  虐待の芽の課題分析を行い、内容を検討し実行する 

 

2)サービスマナーチェックリストの実施（２カ月に一度）集計、分析した課題を各

職員へフィードバックする 

 

1)-3 虐待の芽チェックリストその後のアンケートの実施 

1)-2  虐待の芽チェックリストの実施 

2)感染症発生時は、マニュアルに沿って対応を行い、速やかに委員会を開催し感染拡大の

防止を図る 

3）「中野・杉並医療と介護の感染予防ネットワーク」との連携を強化する 

施設内研修会開催 

4) 新型コロナウイルス感染症対策として、行政機関の指導に応じ、ワクチン接種・PCR 検

査を積極的に行い、感染予防に努める 

1)出勤前の検温、1介護 1手洗いの標準予防策を繰り返し職員に周知、徹底を図る 

法人研修会開催 



【事務所】 

1）電話、窓口において丁寧かつ確実・正確な対応を行いサービスの向上に努めます。 

2）整備機器の修理・更新への早急な対応を行います。 

具体的行動計画 

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

 

 

      

 

 

【栄養室】 

１）安心、安全で楽しい食事を提供します。 

２）ご利用者一人ひとりの状態を把握し、低栄養防止に努めます。 

具体的行動計画 

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 

 

 

 

 

 

 

 

     

 
      

 

 

【医務室】 

１）日常業務における感染対策の徹底と発生時の速やかな対応により、施設内での感

染拡大を防止する。 

２）業務プロセスの改善をはかり、ご利用者の安全に配慮するとともに職員が働きや 

すい職場をつくる。 

３）協力医療機関と連携を取りながら、ご利用者の異常の早期発見・対応を実施する 

ことにより、安心・安楽な生活をサポートする。 

1)丁寧な言葉遣いで対応し、担当者への連絡・連携を取る 

 

 

    

2)エアコンやベッドなど、ご利用者の生活に必要な機器への迅速な修理対応 

1)-1行事食や旬の食材を取り入れ、五感で楽しめる食事を提供する。 

1)-2食事委員会や委託業者と連携し、より良い食事提供について検討・実施する 

 

2)体重の推移や食事摂取状況を確認し、栄養状態を把握する。摂食嚥下機能に応じ

た食事形態について多職種で検討し、食事摂取量の低下を防ぐ 

 



具体的行動計画 

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
  

 

 

 
 

   

  

 

 

【機能訓練室】 

１）ご利用者の動きやしぐさなど、多くの表現の変化から意図するものや意味を捉えられるよ

うにし、保たれている力を日常の生活につなげられるようにしていきます。 

２）安全で安心できる環境のもと、活動行事を開催し、ご利用者の余暇の過ごし方やフロアで

のレクリエーションなどにつなげていきます。 

具体的行動計画 

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

       

 

1)-2 感染症対策に関する研修を開催する 

 

 

  

1)-1標準予防策の実施・徹底と他職種への感染対策指導を行う 

2)-1 定期的なミーティングにより医務室内での意思決定を尊重した業務改善を行

う 

  

 

 

 

  

2)-2インシデント・アクシデント報告書の積極的な作成と解決の討議を行う 

  

 

 

 

  

3)他職種と連携を取りながら利用者の状態把握に努め、適切な看護サービスを提供

する 

  

 

 

 

  

1）-1ご利用者の発声や動きに加え、表情やしぐさなどを把握できるよう個別機能

訓練評価表の見直しまたは、再度作成を行う 

1)-2 機能訓練は職員全員での実施を継続し、ご利用者の状態や介護状況の把握に

努め、生活機能の維持・改善を見通しながら取り組む 

1)-3新人介護職員を中心に、動作獲得チェックシートの活用方法と身体に負坦 

が少ない介助姿勢などを伝える 

2)「作業活動教室」や「創造さんぽ道」のあり方を再確認するとともに、 

感染対策をはじめとする安全面を考慮した運営方法を検討した上で開催する 



【生活相談員】 

1) 年間利用率 97.0%の達成、またショートステイの年間新規契約 100件を目指し地域の方や各

事業所から選ばれる施設を目指します。更に緊急ショートステイの依頼や入所の相談に積極

的に関わり、地域と助け合う施設を目指します。 

2）骨折等ご利用者の状態変化に迅速に対応し、実態を反映した要介護度の維持に努める。 

3) ご利用者、ご家族共に相談しやすい関係を築き、他職種との連携と情報の共有を行い、 

ご利用者が最期まで安心した生活が出来るよう支援します。 

具体的行動計画 

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 

 

 

 

 

 

 

 
   

      
 

【地域連携担当】 

１）コロナ禍においても実習生が安心して実習できる環境を整え、入職に繋げられる

ように努めます。 

２）コロナ禍におけるボランティアの受け入れ体制について検討し、ご利用者の生活 

が充実したものになるようにしていきます。 

具体的行動計画 

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 

 
   

 

 

 

  
 

   

1）利用率 97.0％の目標と新規契約 100件を目指す 

1)-4 養成校等の実習報告会出席 

 

 

 

1)-3実習マニュアルの見直し 

2)-1ボランティア活動のサポート、環境整備、ボランティアの方との連携 

 

 

 

1)-1 実習生と日々の振り返りを行う。担当教員と連携を密にとることで、安

心した実習が継続できる環境を整える 

1)-2フロア実習担当者と連携を密にとり、充実した実習が継続できる環境を 

整える 

3）ご利用者、ご家族共に相談しやすい関係を築き、他職種との連携と情報共有を

行い、ご利用者が最期まで安心した生活が出来るよう支援を行う 

 

 

2)-2コロナ禍でのボランティア活動について杉並区ボランティアセンター 

  と連携を図り受け入れ体制を整え、ご利用者の生活の充実につなげる 

 

 

 

 

2）ご利用者の状態変化に伴い要介護度の変更申請手続きの迅速な対応を行う 

 

 



【２階フロア】 

１）ご利用者にとって過ごしやすい生活を送って頂ける様、業務の見直しを行います。 

２）感染症マニュアルを全職員が周知・徹底し、感染症防止に努めます。 

具体的行動計画 

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 

 

 

 

 

 

 

 

 
  

  

 

 
  

    

 

 

【３階フロア】 

１）フロアの環境整備・整理整頓を行うことでご利用者の過ごしやすい生活、職員の

働きやすい環境作りを行います。 

２）グループごとにサービスマナーや感染症対策など目標を設定しケアの質の向上に

努めます。 

具体的行動計画 

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

 

 

       

 

1)-5新業務の振り返り  

 

 

1)-4新業務の実施 

 

 1)-3新業務の振り返り  

 

 

1)-1職員アンケ

ートの実施 

新業務の策定 

 

 

1)-2新業務の試行 

 

 

1)-2実施・評価・改善 

 

 

2)-4振り返り 2)-2振り返り 

2)-3グループ目標の立

案・実施  

 

 

2)-6振り返り 

2)-5 グループ目標の立

案・実施 

2)-1グループ目標の立

案・実施  

 

 

1)-1課題を抽出 

 

 

2)-1標準予防策の実施・徹底を図ります 

2)-2清掃・消毒作業を業務マニュアルに組み込み年間を通して確実に実施します 



【４階フロア】 

１）整理・整頓・清潔・清掃・消毒の 5Ｓを徹底し感染予防を行い、気持ちよく生活して頂け

るよう援助します。 

２）発信事項について振り返りの確認を行い、安全、安楽、安心できるケアを行います。 

具体的行動計画 

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
  

 

 

  
 

 

 

 

 

 

 

 

 

  
  

 

 

【５階フロア】 

１）常に見られている気持ちになって、言動や立ち振る舞いに留意したケアを行いま

す。 

２）ご利用者の機能維持や生活の中の楽しみとしてレクリエーションを充実させます。 

具体的行動計画 

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  
 

 

 

 

 
 

    

 

 

1）職員各々がネット配信研修を視聴し、アンケートを行う。サービスマナー委員

会が中心となり、課題に向けた取り組みを行う 

2）-1 機能訓練委員や居室担当が中心となり、担当ご利用者のその人に合わせた

機能維持に繋がるケアや余暇時間の使い方を周知し、実施していく 

2）-2 行事や外出が出来ない状況が続いているので、午前中の時間を使いアクテ

ィビティ委員が中心となりフロア内で行えるレクリエーションを考え、実

施していく 

 

1)毎月グループ会議で振り返りを行う 

2)機能訓練指導員と協力しフロアでの研修等を行い、毎月のグループ会議で情

報の共有、課題点の抽出を実施 

 


